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令和６年 10 月 24 日 第 16 回管理型処分場環境安全委員会 

 

大場：定刻前ではございますが、皆さんお集まりですので始めさせていただきます。本日

はご多忙のところ委員会にご出席いただきまして、ありがとうございます。 

ただ今より、第 16 回管理型処分場環境安全委員会を開催いたします。当面の進行

は、私、事務局の環境省福島地方環境事務所廃棄物処理施設運営管理室の大場が務

めます。よろしくお願いします。 

開会に当たりまして、当事業所西川よりごあいさつを申し上げます。 

西川：環境省福島地方環境事務所で廃棄物担当の調整官をしております西川と申します。

本日はご多忙の中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。まずは、

環境省の事業全般につきまして、日頃からご協力・ご理解を頂いておりますこと、

お礼を申し上げたいと思います。また、東日本大震災と福島第一原子力発電所の事

故からもう 13 年が経過しておりまして、そして今なお、ご不便な生活を強いられて

いることに対して、お詫びを申し上げたいと思います。大変申し訳ありません。 

本日は、特定廃棄物埋立処分施設の環境安全委員会ということで、すでに皆さま現

場でも見ていただきましたとおり、特定廃棄物の埋立てとしては昨年 10 月に終了

しておりまして、残り３年間は生活ごみの埋立てを続けるという段階、最終段階に

近くなってございます。埋立処分場としてもかなり上層まで埋まっておりまして、

残りの覆土をしたり、一部の埋立てをしたりということで、少し事業の規模として

は縮小しているような状況でございます。 

ただ、われわれとしましては、その特定廃棄物が埋まっているという事実について

変わりはございませんので、最後までモニタリングをしっかりするということで、

周辺環境への影響がないことを確保していくというのが第一使命でございますの

で、そこは引き続き皆さんの目を頂きながら監視を続けていきたいと思っています。 

また、生活ごみの埋立てについても、最後の１袋まで事故がないように、安心安全

を第一優先として進めてまいりたいと思ってございます。本日は、ぜひ皆さまから

も忌憚のないご意見を頂ければと思っております。 

またもう一つ、すでに報道にも一部出ておりましたのでご覧になった方もおられる

かと思いますけれども、われわれが福島で行っています事業の中で、浪江町の除染

解体事業の中から作業員の方が死亡するという事故が起こっています。具体的には、

資機材を運搬していたトラックに積載していた資機材が崩落をしたことで、そばに

いた作業員が下敷きになって死亡されたということでございます。われわれの事業

の中からそういった不幸な死亡者を出してしまったということは、痛恨の極みでご

ざいまして、この場でも皆さまにお詫びを申し上げたいと思います。今まさに原因

究明を続けている段階でございまして、昨日も事故調査委員会ということで私も参

加させていただきまして、受注者も呼んで当時の状況を聞きながら、何ができたの

か、何が駄目だったのかということの確認を一つずつしていたところでございます

けれども、そういった原因究明を踏まえて再発防止策を取りまとめた暁には、特定

廃棄物埋立処分施設のこの工事も含めて、関係事業全般に水平展開をしていくとい

うことで対策、同じような過ちを起こさないような対応を取っていく必要があると
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思ってございます。 

先日、福島県とあと浪江町の方からも正式にそういった再発防止と水平展開という

ことに対しての申し入れを頂いております。われわれとしても、今回のことを非常

に悔やんでも悔やみきれないところではございますけれども、二度と同じようなこ

とを起こさないよう、一層気を引き締めてやってまいりたいと思いますので、引き

続きご指導いただければ幸いです。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

大場：それでは、議事開始の前に本日のご出席の委員をご紹介申し上げます。 

国立大学法人福島大学客員教授、河津賢澄委員。 

河津：河津です。よろしくお願いいたします。 

大場：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構安全・核セキュリティ統括本部本部長代

理、植頭康裕委員。 

植頭：植頭でございます。Web から失礼します。よろしくお願いします。 

大場：福島県生活環境部環境回復推進監兼次長、濱津ひろみ委員 

濱津：濱津でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

大場：福島県生活環境部中間貯蔵・除染対策課課長、加藤宏明委員。 

加藤：加藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

大場：富岡町健康づくり課課長、黒澤真也委員。 

黒澤：黒澤でございます。どうぞよろしくお願いいたします 

大場：富岡町生活環境課課長、遠藤博生委員。 

猪狩力：猪狩と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

大場：すみません。失礼しました。楢葉町政策企画課課長、猪狩伸之委員。 

猪狩伸之：猪狩です。どうぞよろしくお願いします。 

大場：楢葉町くらし安全対策課課長、宇佐見元子委員の代理で佐藤英治様。 

佐藤英治：佐藤です。よろしくお願いいたします。 

大場：富岡町行政区長会会長、遠藤則政委員。 

遠藤：遠藤です。よろしくお願いします。 

大場：富岡町太田行政区区長、猪狩昭彦委員。 

猪狩昭彦：猪狩です。よろしくお願いいたします。 

大場：富岡町毛萱行政区区長、佐藤謙一委員。 

佐藤謙一：佐藤と申します。よろしくお願いします。 

大場：富岡町公害対策審議会会長、田中美奈子委員。 

田中：田中でございます。よろしくお願いいたします。 

大場：楢葉町上繁岡行政区区長、松本芳委員。 

松本：松本です。よろしくお願いします。 

大場：楢葉町繁岡行政区区長、佐藤健一委員。 

佐藤健一：佐藤です。よろしくお願いします。 

大場：楢葉町波倉行政区副区長、大和田和夫委員。 

大和田：大和田と申します。よろしくお願いいたします。 

大場：また、福島県生活環境部中間貯蔵・除染対策課から佐々木恵一様。 
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佐々木：佐々木でございます。よろしくお願いします。 

大場：同じく、阿部伊吹様。 

阿部：阿部と申します。よろしくお願いいたします。 

大場：楢葉町行政区長会会長の渡邊晋二委員は、所用のためご欠席されておられます。 

では、議事に入ります前に、本日お配りしております資料の確認をさせていただき

ます。１枚紙で次第がありまして、委員名簿、座席表、設置要綱、その後ひとまと

めになったものとしまして資料１、資料 2-1、資料 2-2、資料３、参考資料１、参考

資料２、参考資料３、以上でございますが、資料の不足等はございませんでしょう

か。それでは、これより議事に入らせていただきます。 

議事の運営は、管理型処分場環境安全委員会設置要綱第４の３の規定により、委員

長にお願いすることになります。河津委員長、議事進行をお願いいたします。 

河津：はい。河津でございます。よろしくお願いいたします。ちょっと咳が出るものです

から、マスクをしていて申し訳ありません。ちょっとこもるかもしれませんけれど

も、よろしくお願いしたいと思います。 

今回が第 16 回で、今日、先ほども現場を見ていろいろな感想等もあるかと思いま

す。ぜひいろいろご意見、それからご質問等を積極的に言っていただければと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

河津：それでは、次第によりまして議事を進めてまいりたいと思います。まず、議題（1）

の特定廃棄物埋立処分事業の状況等について、事務局の方から説明をお願いいたし

ます。 

小福田：環境省福島地方環境事務所廃棄物処理施設運営管理室長の小福田と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。まず議題１を資料１に沿ってご説明させていただ

ければと思います。それでは資料１の１ページをご覧ください。特定廃棄物埋立処

分施設の状況について、直近の状況を含めてご説明をさせていただきます。 

皆さまご承知のとおり、特定廃棄物の埋立処分自体は昨年 10 月末で終了したとこ

ろでございまして、令和５年 11 月からの４年間、具体的には令和９年 10 月末まで

は、双葉郡８町村の生活ごみを埋立処分する計画で行っているところでございます。 

そして搬入いたしました生活ごみにつきましては、今年の５月から、先ほども現地

でご覧いただきましたけれども、施設内に設置した詰替施設において、地盤改良用

収納容器に封入した後に、上流側の区画において埋立処分を開始しているところで

ございます。先ほどご覧いただいたところではありますけれども、下流側区画は上

流側区画の一部を含みますけれども、最終覆土についても施工が始まっています。 

下の表は、これまでの埋立廃棄物の数量、輸送車両の台数の実績です。まず埋立廃

棄物の袋数は、生活ごみの埋立てに入ってから、今年の４月から９月末までで 135

袋という実績になっております。月当たりに換算しますと 20 袋ちょっとというと

ころで、これまでの埋立ての数量に比べますと非常に少ない数字になっています。

累計は 296,660 袋です。 

下の緑色の表が、輸送車両の延べ台数です。こちらも今年度に入りましてからは延

べ 77 台、半年で 77 台ですので、月平均では 12、13 台というところになってまいり



4 

まして、こちらもこれまでの、昨年までの特定廃棄物の輸送を行っているときは１

日最大 65 台という約束でやらせていただいたことがありましたけれども、そのと

きに比べると非常に台数が少なくなってきている状況です。 

１ページは以上でございまして、２ページにつきましては、１ページの表の埋立て

の実績をグラフにしたものですので、詳細の説明は割愛いたしますけれども、最終

的に令和９年度末までの生活ごみ、残りの３年間を含めますと、大体 30 万袋程度の

累計になると予定をしています。 

３ページが直近、今月の中旬ごろに上空から撮影した処分場内の写真です。先ほど

も現場の方でご覧いただきましたとおり、まさに下流側区画、一部上流側区画にも

かかっておりますけれども、もうすでに最終覆土がかなり進んでいるというような

状況でございます。生活ごみの埋立場所は、上流側区画の丸で囲ったところを使っ

て埋立てを実施しています。 

４ページは断面図と別方向から空撮した写真ですのでご覧いただければと思いま

すけれども、どちらの方向から見ても最終処分、覆土に向けた動きが順調に進んで

いるのが見て分かるかと思います。 

５ページが、生活ごみの輸送についての説明ページです。先ほど現場でもご覧いた

だきましたけれども、生活ごみは今、南部衛生センターの方から不燃物の運搬をし

ています。運搬で使用しているルートにつきましては、右側の図の赤い線、南部衛

生センターから出て、国道６号をそのまま横断する形のルートにしています。従来

は専用の搬入ルートを使わせていただいておりましたけれども、台数が非常に少な

くなったということもございますし、国道６号を右折、左折してというようなとこ

ろもありましたので、地元の皆さまとご相談させていただきまして、この赤いルー

トにさせていただきました。 

生活ごみの輸送の数量でありますけれども、年間で大体 300 袋程度、通常の黒いフ

レキシブルコンテナで 300 袋程度の輸送を予定しています。昨年度までの特定廃棄

物を運搬しているときは、10t ダンプで運搬をしておりましたけれども、南部衛生

センターの搬出作業のスペースがちょっと狭いという事情がございますので、今は

４t 車で運んでおります。大体４t 車１台当たり、いわゆる通常の黒いフレキシブル

コンテナを荷台に２袋ないし３袋を積載して、南部衛生センターから輸送を行って

いるというところでございます。 

今年度に入ってからの輸送実績は、左側真ん中の表のとおりでございまして、これ

までは毎日運搬をしていましたけれども、月に３日だけの運搬になっているという

のが直近の状況です。 

運搬時の安全対策は、南部衛生センターからの距離はそれほど長くはないとはいえ、

なにがしか事故等があったときにすぐに連絡を取れる体制自体はしっかりと取っ

ておかなければいけないということでありますので、運転者は通信機器を携行いた

しまして、速やかな連絡体制を確保しています。さらに、環境省の車両であるとい

うことは引き続き明示する必要がございますので、写真にあるマークを輸送車両の

フロントに掲示しています。 

６ページが場内での話です。生活ごみの受入管理のやり方をお示ししていますが、
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下の表の受入管理の流れにつきましては、基本的にこれまでの特定廃棄物を受け入

れた時とやり方自体は基本的に変わっておりません。入場の確認、書面の確認、そ

してゲートモニタを使った線量測定、輸送してきた廃棄物の確認、荷下ろしをした

後に重量計測を行い、タイヤを洗浄して汚染の検査をして出ていくというような流

れ自体は変わりませんけれども、詰替施設を整備したということがありましたので、

若干の場内の取り回しの仕方が変わっています。 

右上の説明のところを読ませていただきますけれども、生活ごみを搬入する前に、

事前に放射能濃度がどれくらいなのかということは測定しています。今年４月の計

測になりますけれども、セシウム 137、134 両方分析しておりますけれども、セシウ

ム 137 については一桁ベクレル、134 の方は不検出というような状況で、これまで

処分場に入ってきた廃棄物と比べましても、圧倒的に放射性物質の汚染の度合いも

低いというような状況になっています。 

ゲートモニタも、生活ごみ自体が一桁ベクレルというものでございますので、ゲー

トモニタでの線量の計測についても同様に非常に低いというような状況になって

います。 

７ページは、生活ごみの詰替作業の説明です。最初にも申し上げましたとおり、今

年の５月から生活ごみの詰替作業を開始しました。実際、今日は作業の様子自体は

ご覧いただいていませんけれども、フレキシブルコンテナを破袋して撹拌した上で、

地盤改良用収納容器に投入するというような流れで、さらに敷きならして転圧して

梱包するというような流れで詰め替えを行っています。実際のごみもご覧いただき

ましたけれども、ガラスくずなどがかなり多かったかなということが見てお分りい

ただけたかなと思います。 

詰替作業の実績については、右上の表のとおりで、こちらも毎日作業しているわけ

ではございませんで、作業日数は 10 日前後、月によって若干増減はしていますけれ

ども、１日当たり１～３袋の詰め替えを行っているというところです。詰替作業自

体はテントの中で実施しておりまして、特段粉じん等の飛散は見られない状況でご

ざいます。 

９月までの重量測定であるとか線量測定等々も行っており、そこに記載のとおりの

実績になっています。 

８ページは、埋立区画内の説明です。先ほど申し上げましたとおり、上流側区画の

みでの埋立作業を行っておりまして、下流側区画については最終覆土の施工を行っ

ているところです。 

埋立作業についても、毎日行っているわけではなく、ある程度、埋め立てる袋が貯

まってから埋立てを行うというようなことをやっていまして、大体 10 袋貯まった

ら埋め立て、10 袋貯まったら埋め立てというような形で作業を行っています。です

ので、埋立ての作業日数自体も非常に少なくなっておりまして、埋立作業実績とい

う表にありますように、月に、８月はちょっと夏休みがあった都合で作業日数が少

ないですけれども、大体３日程度の作業日数で進めているというところでございま

す。 

そして今、下流側区画で行っている最終覆土です。先ほど実際に現地をご覧いただ
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きましたけれども、今施工しているのは左下の最終覆土の模式断面図をご覧いただ

ければと思いますが、一番上の保護土のところの施工を今まさに行っています。最

終覆土は、とにかく中に水が浸透しないように、放射性物質が外に漏れ出さないよ

うにというような思想で、二重、三重の対策をしておりまして、例えば順番にご説

明いたしますとベントナイト砕石のところでは水を通さないような構造になって

いるというところでもありますし、その上の遮水シートも敷いている。さらにセメ

ント混合土を挟みまして、その上にはモルタルを吹き付けているというような構造

で、とにかく中に水を入れないというような構造にしています。 

今日、実は現場で何人かの方が聞かれましたので補足させていただきますと、今、

最終覆土、保護土の施工をしておりますけれども、その上には緑化の作業なども行

うような計画で将来的には進めています。 

９ページは、処分場内の維持管理の実施状況です。現状の維持管理は、昨年度まで

の特定廃棄物の埋立てを行っていた時の方法を基本的に踏襲して、今年度は引き続

き実施しています。一方で、今回については具体的ではないのですけれども、現状

は生活ごみだけの埋立てを行っている状況であり、量もかなり少なくなってきてい

るというところでございますし、最終覆土も進んでくるというような状況でもござ

いますので、今後、一部の項目についてはやり方を変えるということも、場合によ

っては検討していきたいということを考えております。まだ生活ごみの埋立てが始

まってから１年経っていないというような状況でございますので、もう少しデータ

とかは集めながら整理した上で、今後の方針等は検討したいと考えています。 

具体的に申し上げますと、９ページの右側の赤字で書いてあるところは、今後、わ

れわれとしてはやり方を変えるということを視野に入れている内容でございます

けれども、まず一つ目が、受入のところのゲートモニタです。ゲートモニタは、元々

これまでは１日最大 65 台というようなことでかなり台数が多かったということも

あったので、ゲートモニタを活用して線量計測を行っていましたが、先ほどの輸送

のところの数字のとおり、車両台数自体がかなり少なくなっているというような状

況ですので、作業員での線量計測でも十二分に対応できるのではないかと考えてい

ます。 

次に、放射線管理です。これはどちらかというと作業員さんの作業のところに関連

してくるところにはなりますけれども、先ほど現地に行ったときも、処分場から退

出する際にはスクリーニング作業をいろいろしていただいたところでございまし

た。これは元々処分場の中を、電離則（電離放射線障害防止規則）に基づく管理区

域に設定していますが、中の線量自体も今は生活ごみしか埋め立てていないという

状態、最終覆土を行っているというような状況でございますので、中の作業員さん

の被ばく線量自体がかなり下がったというような状況もございます。そのような状

況ですので、作業者の被ばくのデータであるとか粉じんの状況等々も踏まえて、今

後、労働基準監督署とも相談させていただきながら、管理区域が解除できないかと

いうことを検討していきたいと考えているところでございます。 

その次ですけれども、かなりテクニカルなところではございますけれども、われわ

れ最初にこの処分場を使わせていただくということになった際に、この埋立ての方
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法で果たして安定するのか、廃棄物が崩れないのかというようなご懸念を地元から

頂いたというふうに承知しているところでございます。その辺を、問題ないかどう

か、大丈夫なのかということを確認するために、定期的に動態観測だとか測量もい

ろいろ行ってきました。その一方で、現状、土堰堤自体が一番上の 11 段目まで、最

上段まで完成したという状況がございますので、動態観測の頻度であるとかレーザ

ースキャナの測量頻度であるとかを若干減らすということも今考えているところ

でございます。かなりテクニカルなところでもございますので、このあたり、地震

関係や安定計算といったところの専門の方々にもご意見を頂きながら、このあたり

の頻度については考えていきたいと思っています。 

最後は環境モニタリングのところです。放射線関係を含めて、われわれは資料 2-1

の方でも出てまいりますけれども、さまざまな項目のモニタリングを行っていると

ころでございます。これは埋立処分施設の場内だけではなくて、あと周辺環境のモ

ニタリングについてもやっています。場内については引き続きこれまでと同じよう

な形でやっていくことを考えているのですけれども、周辺環境、例えば車両台数が

減ったとか、生活ごみだけの埋立てになったというような状況もございますので、

項目によってはモニタリングの頻度を見直すということも考えているところでご

ざいます。このあたりも１年間のデータを蓄積いたしまして整理した上で、どうい

うふうにしていくかというのは考えていきたいと思っているところでございます。 

最後は、10 ページ、11 ページが作業員さんの被ばく線量の管理でございます。測定

方法については、これまでの環境安全委員会などでもご説明しているとおりでござ

いますけれども、ガラスバッジ線量計と電子ポケット線量計の２種類の線量計を併

用して測定・記録しています。その被ばく線量の結果を 11 ページにお示ししており

ます。 

一番右の令和５年 11 月～令和６年９月というのが、まさに特定廃棄物の埋立てが

終わって、生活ごみだけの埋立てになってからの被ばく線量のデータを取りまとめ

たものです。これまでの被ばく線量で申し上げますと、例えば昨年度であれば、1mSv

まではいかないけれども 0.8mSv を超えるような作業員さんがいらっしゃいました

けれども、今年度に関して、生活ごみだけの埋立てになってからは全ての作業員さ

んが被ばく線量が 0.1mSv 未満というような状況で、埋立作業に従事している方も、

詰替・積込作業に従事している方も、全て 0.1mSv 未満の被ばく線量になっていると

いうことが分かっているところでございます。資料１の説明は以上でございます。 

河津：ありがとうございました。それでは、各委員の方からご質問ご意見等ございました

らお願いいたします。大和田委員、お願いします。 

大和田：施設の点検・管理のところ、９ページですかね。浸出水処理施設の項目のところ

で、具体的に何かデータ管理とかモニタリングとかはやっていますか。何かそうい

うデータはございますか。 

小福田：ありがとうございます。本日の資料で申し上げますと資料 2-1、あとは参考資料

１です。参考資料１には放射線関係だけではなくて、浸出水処理施設で行ったモニ

タリング結果も全て掲載させていただいています。 

大和田：はい。 



8 

河津：よろしいですか。また、資料 2-1 の方でもう少し細かい話も恐らく出てくると思い

ますので、そのときにまた質問していただければと思います。他にいかがでしょう

か。では、加藤委員お願いします。 

加藤：福島県の加藤でございます。ご説明ありがとうございます。こちらの事業、昨年度

の特定廃棄物の埋立処分完了後、引き続き大きなトラブルもなく、事業もしっかり

やっていただいており、先ほど現地の方も見させていただきましたが、順調に進ん

でいるというふうに認識しております。 

ただ一方で、冒頭のあいさつにもありましたとおり、浪江町で死亡事故等も発生し

ている状況も踏まえまして、やはり環境省の事業全般、それはこの管理型処分場の

事業も含めて、その安全対策・安全管理の徹底というところは改めて確認する必要

があると思っております。 

一部お話もあったかもしれないのですが、この管理型処分場の安全対策として、安

全対策に向けた研修体制や事業者に向けた研修などの実施状況について、改めて確

認をさせていただければと思いますのでよろしくお願いします。 

河津：事務局、よろしいですか。 

小泉：最終処分場の小泉と申します。毎月、プロセスのチェックをしながら、安全シート

の確認をしながら、それからそういった安全教育、あと新人が入った場合の新人教

育等を行いまして、安全対策に努めております。これからも継続して行いたいと思

います。よろしくお願いします。 

河津：よろしいですか。 

加藤：引き続き安全対策の方はよろしくお願いしたいと思います。あともう１点ですけれ

ども、これは要望です。９ページの維持管理の関係で、事業の方もだいぶ縮小して

きたということで、今後の維持管理体制の変更はあろうかと思いますが、これから

１年程度データを取ってということですので、そういったデータも踏まえつつ、ま

た、やはり地元の意向等も確認していただきたいと思います。これまで地元の要望

なども踏まえながら、こういう安全管理体制が取られていると思いますので、引き

続き安全・安心はしっかり確保できるように、地元の意向などもしっかりと捉えな

がら検討いただければと思いますので、よろしくお願いします。 

河津：これからのスケジュールも含めて、分かっている範囲で結構ですので、大体どの程

度考えているかというのを併せてお願いします。 

小福田：ありがとうございます。地元としっかりと相談していきながらというのは、おっ

しゃるとおりだと思います。このようなモニタリング体制になったのも、最初に受

け入れていただくとなったときのいろいろなご相談・ご要望というのがあったと思

いますので、その点も踏まえてしっかりと対応していきたいと思います。 

あとスケジュール的なことで申し上げますと、今年度もう１回下半期に環境安全委

員会が開催されると思っています。時期はまだ調整中と思いますけれども、その際

に、具体的な方針を何かしら変えることがあればお示しできるように進めていけれ

ばと考えているところでございます。以上です。 

河津：はい。よろしくお願いします。よろしいですか。他にいかがでしょうか。植頭委員、

よろしいでしょうか。 
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植頭：はい。特に私、質問もありませんけれども、今あったように、維持管理の状況につ

いては、しっかりとその対応の目的、それを確認した上で地元の方との理解という

のが大事だと思いますので、そのあたりも専門家として見ていきたいと思います。

以上です。 

河津：ありがとうございました。それでは他によろしいでしょうか。それでは、もしあれ

ば最後にまたその他ということで、全般的なこともお聞きしたいと思いますけれど

も、そのときに発言していただければと思います。 

 

河津：それでは、次に議題（2）の環境モニタリングの結果、これは令和５年度ですね、に

ついてということで、資料 2-1 については環境省の事務局の方からということで、

資料 2-2 については福島県より説明ということで、それぞれよろしくお願いいたし

ます。 

小福田：それでは引き続き環境省より、資料 2-1 に沿いまして令和５年度のモニタリング

調査結果についてご説明させていただきます。モニタリング結果の資料につきまし

ては、資料 2-1 に沿ってご説明させていただければと思いますけれども、モニタリ

ングデータの詳細を参考資料１として、ちょっと分厚いですけれども付けてありま

すので、ぜひご参照いただきながらと考えています。モニタリング調査結果につい

て、順次ご説明させていただきます。まず最初に全体の結果を申し上げますと、モ

ニタリング全体を通して何か異常があったというところは一つもございません。 

それぞれ順次ご説明させていただきますと、まず１ページ、２ページが処分場の敷

地境界の空間線量率、こちら週１で測定しているデータでございます。こちらにつ

いては特段、異常というのは見つかっていないというところでございます。 

その次３ページ、４ページが、埋立地周囲の空間線量率です。こちらも、同じよう

に週１で測定していますけれども、特段、異常が出て高くなったりしているような

値はなく、横ばいとか、また若干減少というところで考えています。空間線量率は

先ほどご覧いただいたとおり最終覆土の施工が進んでいるところですので、これは

令和５年度のデータでございますけれども、令和６年度はまたその影響というのが

見られてくるのではないかなと考えているところでございます。 

５ページが場内の大気（浮遊粉じん）中の放射能濃度でございます。４か所で測っ

ておりますけれども、全て ND で、検出されませんでした。 

６ページは昨年度まで使用させていただいた専用の搬入道路のところの大気中の

放射能濃度ですが、こちらも全て ND という結果でした。 

７ページ、８ページが、植物（松葉）中の放射能濃度です。こちらは、基本的には

経年減少、あるいは横ばいで推移していると考えています。 

９ページが河川水の放射能濃度です。こちらは年４回測っておりますけれども、全

て ND、検出下限値未満という結果でございました。 

その次 10 ページが、河川水中のふっ素・ほう素濃度です。これだけ特出ししている

のは、平成 30 年度に１回環境基準を超えたことがございましたので、継続してこれ

だけ特出してお示ししているものです。以後は全て基準値以下というような結果に

なっています。 
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その次が、河川の底質の放射能濃度です。令和５年度の調査結果ですが、基本的に

は過去の変動範囲内というところではないかと考えています。 

13～16 ページが表土中の放射能濃度で、まず 13 ページが富岡町の放射能濃度の調

査地点、14 ページが結果でありまして、こちらは全て概ね過去の変動の範囲内と考

えています。15 ページが、搬入道路の沿道の調査地点でございます。この結果も概

ね過去の変動の範囲内だと考えています。 

その次、17 ページからが腐植成分中の放射能濃度でございます。かなり季節変動も

あるということで、季節別にプロットしたのが 19 ページ、20 ページになっていま

すけれども、基本的にどの結果も過去の変動の範囲内、横ばいであるとか減少傾向

が見られると解釈しているところでございます。 

21 ページからが植物中の放射能濃度、こちらはヨモギとススキを測っているもので

ございます。 

23 ページから結果になっていますが、まず上のヨモギのところでございますけれど

も、基本的には過去の変動の範囲内と考えているところでございます。 

24 ページが、23 ページの図を季節別に表したものでございます。 

25 ページ、26 ページがススキの放射能濃度のデータになっています。同様に、こち

らも時系列で並べたものと季節別にプロットしたグラフをそれぞれ記載させてい

ただいていますけれども、こちらについても基本的には過去の変動の範囲内と考え

ています。 

27 ページ、28 ページが地下水の放射能濃度です、処分場の影響を見るために連続的

に測定を行っているものです。使用目的としては、処分場から何か漏れていないか

どうかというのを確認する目的で計測していると思っていただければよいかと思

います。 

28 ページは、縦軸が計数率、ガンマ線のカウント数ですが、特段異常は見つかって

いませんので、処分場に何かしら異常があるということは認められないと考えてい

るところでございます。 

補足でも書いてございますけれども、この連続測定だけではなくて、地下水につい

てはゲルマニウム半導体の精密測定も定期的に行っておりますけれども、そちらも

全て ND でございますので、地下水に関しては放射性物質が漏れているということ

はないと考えているところでございます。 

29～31 ページは大気中の放射能濃度の連続測定でございます。場内 2 か所に連続測

定の装置を設けていまして、放射性セシウムの影響がないかどうかを測定している

ところでございます。結果自体は、31 ページをご覧いただければと考えています。

もし放射性セシウムの影響があればβ線が飛び出て出てくるということになるの

ですけれども、α線とβ線が連動して検出されておりますので、基本的には放射性

セシウムの影響は見られないと解釈しているところでございます。 

その次 33 ページ、34 ページが場内のモニタリングポストのデータでございます。

モニタリングポストは正門付近と西門付近２か所に設置してございますけれども、

その結果が 34 ページでございます。自然減衰の減少傾向を示していると考えてい

ます。 
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35 ページは、一部令和６年の空間線量率のデータなどを取りまとめたもの、あとは

モニタリングの地点を示したものですが、特段異常等は見当たらない状況です。 

37 ページからは、処分場内ではなくて、今まさに解体作業を行っている、波倉地区

に設置していたセメント固型化処理施設の空間線量率のデータです。37 ページの右

上にも書きましたが、セメント固型化処理施設自体も昨年の 10 月末で運営を終了

しまして、以降、解体作業を進めているところでございます。 

敷地境界等で空間線量率は連続測定しておりまして、まず 37 ページは６か所の測

定地点を示しているものでございますけれども、38、39、40 ページがそのモニタリ

ングポストのデータで、基本的にはどれも異常はございません。 

41 ページは、セメント固型化物を保管していた施設の周辺のモニタリングポストの

データでございますけれども、こちらについても特段異常はございません。 

45 ページが、セメント固型化の前処理としていた破砕・改質処理施設の周辺の空間

線量率の測定結果です。46 ページがその結果でございますけれども、この破砕・改

質処理施設の解体作業は昨年までで終了しておりまして、モニタリングポスト自体

も撤去されている状況でございますので、今年の１月以降はサーベイメーターでの

測定値になっていますけれども、どれも異常は見当たらないところでございます。 

47 ページ、48 ページは大気中の放射能濃度の測定の結果でございますけれども、47

ページ、48 ページのデータも全て ND となっております。 

最後 49 ページと 50 ページが、セメント固型化処理施設の地下水の放射能濃度です。

こちらも全て ND となっているところでございます。 

放射性物質関係を中心に資料 2-1 でご説明させていただきましたけれども、先ほど

ご質問があったような浸出水処理施設関係のモニタリングデータについても、参考

資料１の方にも詳細を掲載しています。基本的にはどれも異常は見つかってござい

ませんので、ご参照いただければ幸いでございます。環境省からの説明は以上でご

ざいます。 

河津：ありがとうございました。それでは資料 2-2 について、引き続き、これは福島県の

方からですか。説明をお願いいたします。 

阿部：続きまして特定廃棄物埋立処分施設における福島県の取り組みについて説明いたし

ます。資料 2-2、１ページをご覧ください。 

初めに、福島県で実施している状況確認について説明いたします。状況確認は、福

島県、富岡町、楢葉町、環境省で締結しております安全協定に基づきまして、施設

の周辺地域の安全の確保について確認を行うとともに、国による施設の管理・運営

および輸送が適正であることを確認すること、これらを目的として行っております。

主な確認事項としましては、作業の安全性、特定廃棄物の飛散流出防止対策、環境

モニタリングの実施状況、事故時および異常時の対応状況となります。 

令和５年度におきましては、埋立処分施設、固型化処理施設、それぞれ２回ずつ状

況確認を実施しております。また輸送につきましては、福島市からの搬出を１回、

郡山市からの搬出を１回、計２回実施しています。結果としましては、事業が適正

に行われており、施設の周辺地域の安全が確保されていることを確認しております。

２ページをご覧ください。令和６年度におきましては、埋立処分施設を２回、固型
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化処理施設は施設解体中に 1 回実施する計画です。本日時点におきまして、埋立処

分施設、固型化処理施設、それぞれ１回ずつ実施済みとなっております。結果につ

きましては、事業が適正に行われていることを確認しております。 

３ページをご覧ください。福島県で実施しております環境モニタリングについて説

明いたします。環境モニタリングは、安全協定に基づきまして、事業による周辺環

境への影響を確認するとともに、国が実施する環境モニタリングの妥当性を確認す

るために行っております。令和５年度におきましては、埋立処分施設、固型化処理

施設、それぞれ２回ずつ実施しております。埋立処分施設は、調査項目として空間

線量率、放射能濃度、有害物等、また河川水のふっ素およびほう素濃度を調査して

おります。固型化処理施設は、空間線量率と放射能濃度を調査しております。結果

につきましては、これまでの結果と同程度であり、周辺環境への影響は確認されま

せんでした。 

４ページをご覧ください。令和６年度におきましては、埋立処分施設は 2 回、固型

化処理施設は施設の解体前・解体中・解体後の計３回実施する計画です。調査項目

については、埋立処分施設は令和５年度と項目の変更はございません。固型化処理

施設は、空間線量率と、施設解体中に大気浮遊じんの放射能濃度を調査する計画で

す。埋立処分施設は本日までに１回実施しており、固型化処理施設は解体前・解体

中の２回実施しております。本日時点で判明している結果につきましては、特に異

常な値は確認されておりません。また令和５年度のモニタリング結果の詳細につき

ましては、参考資料２に掲載しておりますので、後ほどご確認ください。福島県か

らの説明は以上になります。 

河津：ありがとうございました。それでは資料 2-1、資料 2-2 につきまして、ご質問等ご

ざいましたら、またご意見等も含めまして、ありましたらお願いいたします。いか

がでしょうか。 

植頭：では委員長、いいですか。 

河津：はい。お願いします。 

植頭：モニタリングの結果のところで、皆さまに注意していただきたいところ、ちょっと

補足させていただきます。 

まずは資料 2-1 の 12 ページ目の河川の底質というところなのですけれども、令和

５年度に関しては、地点⑤と地点⑦の値が少し上がっていると思います。これに関

しては、そこに流れている川の底に泥のようなものが混じっていて、高く出ている

可能性があると見ています。もし、これが施設の影響であるとすれば、施設から流

れている水ですので、参考資料１の 24 ページ、別な資料になってしまうのですけれ

ども、これが施設から出る水の放射能の測定ですけれども、ここが高くなるはずで

す。それがないということ。それから、河川の上流側の地点①、地点②等も高くな

いということもあって、これは施設の影響ではないというように考えられます。 

それから資料 2-1 の 23 ページ、24 ページ。ヨモギの前・地点③ですけれども、こ

こは以前から値が高くて、これ何かというと、事故時に放射性セシウムがこの地域

を流れ、それが木に当たってその下の土のところにトラップされているのではない

か、そのため、それ以降に育ったヨモギがセシウムの影響を受けているのではない
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かということを評価しています。もしこれが施設の影響だとすると、同じ資料 2-1

の例えば２ページ目の空間線量率、それから５ページ目の大気浮遊じん、こういう

ところの値が上がってきますが、それも認められないことから、これは施設の影響

ではないだろうと考えております。私からの補足は以上です。 

河津：ありがとうございました。ただいまの内容は参考資料１の１ページ目にメンバーが

入っているかと思いますけれども、植頭副委員長が実はここの委員長をやっておら

れまして、いろいろな専門家の中でこのデータを議論して、その中で出てきたとい

うことでよろしいでしょうか。 

植頭：はい。そこで、専門家の中で評価しております 

河津：ありがとうございました。いかがでしょうか。ちょっと気がついたところでも、ど

こでも何でも結構ですので。いかがでしょうか。令和５年６月にヨモギが高いとい

う話が今ありましたけれども。地点⑥については、令和５年度の８月に上がってき

ているというようなことがあるのですけれども、これについて事務局の方から何か

説明がありますか。 

西川：ありがとうございます。こちらの地点⑥ですけれども、あくまで推察ではございま

すが、その採取場所の近隣で新たに道路整備をしておりまして、その法面の下側に

このサンプリング地点が位置しております関係で、雨が降ったときなど、法面の上

側から放射性物質が一部流れ込んで、その表土の放射能濃度が高くなって、それが

ヨモギに取り込まれたのではないかということがございます。 

実際に表土の放射能濃度も追加で測定をしておりまして、確かに他の地点に比べる

と高めに出ているというような状況です。 

一方で、ここではまだお示しできておりませんが、速報ベースで今年の 5 月にも同

じ場所で測っておりますけれども、その結果は 31Bq/kg ということで、再び低い値

になったということが確認されています。 

河津：今年度のデータでは下がっているということですね。 

西川：はい。 

河津：他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それではないようですので、またち

ょっと気が付いたことがありましたら、また後ほど全体的な話の中でお話しいただ

ければと思います。 

 

河津：それでは議題（3）のリプルンふくしまの利用状況等についてということで、事務局

の方から説明をお願いいたします。 

小福田：はい。それでは資料３、リプルンふくしまについて、直近の状況等についてご報

告させていただきます。 

１ページをご覧ください。特定廃棄物の埋立自体は終了しておりますけれども、生

活ごみの埋立てが続いておりますし、処分場自体があるということには変わりはご

ざいませんので、この「リプルンふくしま」については、引き続き運営を続けて、

しっかりと情報発信等を行っていきたいと考えているところでございます。 

直近の運営実績でございますけれども、今年の９月末現在というところで、来館者

の累計で 83,881 人が、この建物に来館された人数の累計でございます。今年度の平
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均ですと日当たり 29 人というところです。 

埋立処分施設の見学者数、これは開館からの累計ですが、先ほど皆さんにご覧いた

だいた処分場に来られた方の数は 8,410 人でございます。来館の団体数は 2,944 団

体で、団体見学者数としては 22,695 人というところです。 

１ページの右側のところには、今年度実施した内容を一部掲載させていただいてい

るとこでございます。地元の小学校・中学校と共同でいろいろご協力させていただ

いて、自然観察、中学校は来館されてご説明させていただくということもやりまし

たし、伝承館の方でもわれわれが出展をさせていただいて、コラボイベントを開催

いたしました。 

２ページでございますけれども、今年度の上半期において実施したイベントをご紹

介させていただいています。夜の森の桜まつりであるとか、ふれあいフェスタ、な

らは百年祭、富岡夏祭りにも参加をさせていただいているところでございます。 

あと地元の情報発信というところで、後ほどご覧いただければと思いますけれども、

来館された方がお勧めするスポットがどういうところにあるのかということが分

かるような掲示板を設置させていただいたり、地元の地域のこれからという内容の

展示を更新させていただいたり、６周年のイベントでは地域の仕事というのも紹介

をさせていただいているところでございます。 

資料３については、直近の状況のご紹介というところでございますけども、このリ

プルンふくしまについてもまだまだ継続した運営をしていく予定でございますの

で、今後われわれもしっかりと情報発信であるとか、あと地元の復興に資するよう

にしっかりと運営を進めてまいりたいと考えています。以上でございます。 

河津：ありがとうございました。それでは今のご説明に対してのご質問等ございましたら、

ご意見でも何でも結構ですので。では佐藤委員、お願いします。 

佐藤謙一：私は富岡町の毛萱行政区の佐藤と申します。よろしくお願いします。それで今、

リプルンふくしまについてご説明があったわけですが、今日、現場見学した中で、

埋立てもほぼ完了に近づいてきたようでございます。そこで、この情報発信という

ことで、埋立てが完了した後もここの情報館は、永久とはいいませんが、情報発信

ですから、ここはずっと残してやっていくのかどうか。その辺をちょっと具体的に

お願いしたいと思います。 

河津：はい。それではお願いします。 

小福田：はい。ありがとうございます。すみません、具体的にいつまでというのはなかな

かお答えするのは難しいのですけれども、少なくとも、例えば生活ごみの埋立てが

終わって最終覆土などを行ったとしても、まだしばらくはわれわれの責任で維持管

理というのは続けていかなければいけない状況です。例えば放射性物質やそれ以外

の有害物質が漏れていないのかどうかというのは、仮に埋立てが終わっても見てい

かなければいけない状況ですので、維持管理を行っている間というのは、当然この

リプルンふくしまも、そういうところは問題ないですよというのを発信していかな

ければいけないと考えておりますので、それをわれわれがしっかりと見ている間は、

リプルンについてもしっかりと運営していくことになるのかなと考えているとこ

ろでございます。 
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河津：よろしいですか。 

佐藤謙一：了解です。 

河津：はい。ぜひせっかくの施設なので、監視というだけでなくて、いろいろな使い方が

あると思いますので、その辺もぜひ地元と県も含めて国の方とも協議して、地元に

とってもいいような施設として残るような形でいろいろ検討された方がいいのか

なというふうな感じがします。どうぞ、遠藤委員お願いします。 

遠藤：このリプルンふくしまについてですけれども、来館者累計が約 83,000 人なのです

ね。令和６年度、１日 29 人、平均なのですけれども。この人たちが来館した結果と

いうか、来館してただ単に見に来て「ああ、よかったな」というだけでなく、意見

とか何かを取りまとめているのですか。お願いします。 

河津：では事務局、お願いいたします。 

小福田：ありがとうございます。われわれも、来館された方にアンケートなども取ったり

してそれも取りまとめておりますので、そちらについてもしっかりと継続して取り

まとめているところでございます。概ね来られた方についてはご好評を頂いている

ところではございまして、「また来たい」とか「どういう状況なのかよく分かった」

とか「楢葉とか富岡とかの状況を知らなかったけれども、すごい勉強になりました」

という声も多く頂いているところでございます。 

河津：よろしいですか。 

遠藤：はい。 

河津：他にいかがでしょうか。何か来館者の意見をまとめているようなものというのは、

前に何か出したことはなかったですか。 

小福田：ありがとうございます。リプルンふくしまの方でも運営協議会を開催していると

ころでございますが、そちらの方ではアンケートの取りまとめという作業を行って

おりますので、何かしらこちらの場でもということであれば、次回に向けてまとめ

て来館者のどういうご意見があるのかというのはお示しできるようにできればと

考えております。 

河津：よろしいですか。ということで、次回、少し具体的にどういう見解というか意見を

持っているかとか感想だとか、そういうものを少し具体的に紹介していただければ

いいのかなと思います。その辺をよろしくお願いいたします。他にいかがでしょう

か。リプルンふくしまについてはよろしいですか。 

 

河津：それでは、全体的に今までの資料等、また資料でなくても今回の現地研修、現場確

認、こういったことを含めまして、何でも結構ですので、せっかくの機会ですので

いろいろご意見等、それからご質問等ございましたら、遠慮なく言っていただけれ

ばと思いますので、いかがでしょうか。黒澤委員、お願いします。 

黒澤：富岡町役場健康づくり課課長の黒澤と申します。管理型処分場に関しましても、特

定廃棄物の運搬が終了して、生活ごみの搬入ということでフェーズが変わってきて

おります。そういった中で、資料１の９ページにもありますような今後の変更内容、

なるべく、できるところから簡易的にしていきましょうというようなところの検討

を進めていくに当たって、地元の意見もしっかり聞きながらというようなお話があ
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ったかと思っております。地元の意見ということで、われわれ役場だけではなく、

当然ここにいらっしゃいます委員の方の地元の住民の方の意見の方も、住民の方の

代表でいらっしゃいますので、そういった方々の意見もしっかりと踏まえた上で、

今後、新たなフェーズの中で進めていっていただければと思うところでございます。

全体的なところということで、ここでお話しさせていただきました。 

河津：ありがとうございます。それでは事務局お願いします。 

小福田：ありがとうございます。黒澤委員のおっしゃるとおりとわれわれも認識していま

して、処分場の方で行政区の方々、定期的に来られる機会等もあるかと思いますの

で、そういう折であったりとか、変えるというような場合には、あらかじめ行政区

の方も含めてご相談をさせていただいて、しっかりとご意見を頂きながら進めてい

ければと考えているところでございます。 

河津：ありがとうございます。一方的にということではなくて、ぜひいろいろな協議をし

ながら進めていただければと思います。いかがでしょうか他に。では濱津委員、お

願いいたします。 

濱津：福島県の濱津でございます。先ほど加藤の方からも安全対策の徹底をお願いしたと

ころでございますし、冒頭の西川調整官のごあいさつの中にも、先週の死亡事故に

ついては、原因究明と再発防止対策を徹底して、それが取りまとまったら水平展開

をしてくださるというようなことがあったところでございますが、そういった事故

が起きて、原因究明が完全に行われなくても、やはり一般的な安全対策というのは

あるのだと思うのです。例えば複数人で作業をして、事故が起きたらすぐに通報で

きるようにとか、さまざまな一般的な安全対策があると思いますので、改めてそう

いったことを関連企業の皆さまに周知いただいて、やっていただいていると思うの

ですが、安全対策を徹底していただければと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

河津：では、西川調整官お願いします。 

西川：ご指摘ありがとうございます。ご指摘のとおりでございまして、その原因究明をす

るのに並行して、われわれの方でも、安全対策協議会というものを設けておりまし

て、そこには全ての受注者が入ってございますけれども、そちらには今回の死亡事

故を受けて改めて日頃の作業の確認と安全対策の徹底をするようにということで、

指示をさせていただきました。また監督員からもその旨をお伝えして、改めてお互

いに安全対策の不備がないか見直すということをやっております。 

この特定廃棄物埋立処分施設につきましても、日頃、毎朝朝礼のところで危険予知

活動もやっておりますので、日々の取り組みの作業の中でひそんでいる危険につい

て、そこでも一つずつ挙げて確認すると。予定外の作業があればいったん止めて、

中で議論して手順を確認してからやると。当たり前のところではございますが、そ

ういったところの積み重ねでこそ防げるものだと思っておりますので、そこは改め

て徹底をしていきたいと思います。ご指導ありがとうございます。 

河津：ありがとうございます。よろしいですか。他にいかがでしょうか。では猪狩委員お

願いします。 

猪狩昭彦：太田行政区の猪狩です。よろしくお願いいたします。先ほどのリプルンふくし
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まの中で運営委員会があるとおっしゃっていたのですけれども、地元地域の方も委

員になっているのかどうかを確認したかったのですけれども、よろしくお願いしま

す。 

河津：お願いいたします。 

小福田：ありがとうございます。地元の方も委員になられていらっしゃいまして、今日 Web

で参加されている植頭先生が委員長でやられていらっしゃるのですけれども、地元

の観光協会の方々であるとか役場の方も含めて、両町から地元の個人の方も委員と

して参加、ご参画いただいているところでございます。 

猪狩昭彦：地元の行政区、毛萱もそうなのですけれども、太田とかの地域からは出ていな

いのでは。連絡は来ていないので、どうなのかなと思ったのですけれども。 

小福田：個別の行政区の方というよりは、例えば商工会の方であるとか、あとメンバーで

いうと、ならはみらいの事務局長の方とかが入っておられるというような形になっ

て、行政区の方というよりは、商工会とか、富岡町さんからだと、とみおかプラス

の方であるとかが入られているような形になっています。 

河津：よろしいでしょうか。 

猪狩昭彦：そうなると、一般の地元の方ではない感じですよね。その辺はどのように考え

ているのかなと。 

小福田：ありがとうございます。そちらの方の運営のあり方については、まさに委員の方々

も含めてちょっとご協議させていただければと考えているところでございます。あ

りがとうございます。地元の方の意見というのは当然重要だと思っていますので、

どういうふうに反映するかということだと思います。われわれの中でも検討してい

きたいと思います。 

河津：よろしいでしょうか。中での話だとか、あとは町同士の話だとかその辺の調整があ

るかと思いますので、ぜひいい方向の方に。意見を吸い上げながらうまく運営して

いくということが目的でしょうから、その辺も含めまして考えていただければと思

います。他にいかがでしょうか。よろしいですね。植頭委員の方から何かございま

すか。 

植頭：いえ、特にございません。 

河津：はい。ありがとうございました。それではよろしいですか。それでは大体皆さんの

意見が出し尽くしたと思いますので、これをもちまして、この特定廃棄物の管理型

処分場環境安全委員会はこれで終了させていただきたいと思います。どうも皆さん、

ご協力ありがとうございました。 

一同：ありがとうございました。 

河津：それでは、司会の方は事務局の方に渡します。 

 

大場：河津委員長、ありがとうございました。以上をもちまして、第 16 回管理型処分場環

境安全委員会を閉会いたします。準備ができ次第なのですけれども、リプルンふく

しま事務室脇のスペースにて、報道関係者の皆さまからご質問をお受けする場を設

けますので、報道関係者の方はお集まりください。ありがとうございました。 


